
２　母子・父子世帯

（１）母子世帯の推移

～ 母子世帯は一貫して増加 ～ 

  

　

　

表２－１　一般世帯、母子世帯の推移（平成12～27年） （世帯、％）

実数 増減数 増減率 実数 増減数 増減率

平成12年 437,493 - - 8,361 - - 1.9

　　17年 449,269 11,776 2.7 9,203 842 10.1 2.0

　　22年 459,177 9,908 2.2 9,732 529 5.7 2.1

　　27年 461,389 2,212 0.5 9,918 186 1.9 2.1

一般世帯に占める母
子世帯の割合

年次
一般世帯 母子世帯

平成27年の母子世帯数は9,918世帯で、平成22年と比べると186世帯（1.9％）

の増加となっており、平成12年から一貫して増加しています。また、一般世帯に

占める母子世帯の割合をみると、平成22年と同じ2.1％となっています。

（図２－１、表２－１）
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（２）子供の数別、年齢別にみた母子世帯

～ 母子世帯のうち、６～17歳の子供がいる世帯が約７割を占める 

  

　

　

表２－２　母子世帯に占める子供の数別割合及び最年少の子供の年齢別割合（平成17年～27年）

１人 ２人 ３人以上 ６歳未満 ６～14歳 15～17歳 18～19歳

実数（世帯）

平成17年 4,344 3,543 1,316 2,083 5,104 1,434 582

　　22年 4,667 3,696 1,369 1,970 5,539 1,620 603

　　27年 4,991 3,638 1,289 2,025 5,221 1,912 760

割合（％）

平成17年 47.2 38.5 14.3 22.6 55.5 15.6 6.3

　　22年 48.0 38.0 14.1 20.2 56.9 16.6 6.2

　　27年 50.3 36.7 13.0 20.4 52.6 19.3 7.7

子供の数 最年少の子供の年齢

母子世帯に占める子供の数別割合をみると、子供が１人の世帯が50.3％で最

も高く、次いで子供が２人の世帯の36.7％、子供が３人以上の世帯の13.0％と

なっています。

また、最年少の子供の年齢別割合をみると、最も高いのは最年少の子供の年

齢が小学生・中学生の年齢に当たる６～14歳の世帯で52.6％、次いで幼児の年

齢に当たる６歳未満の20.4％、高校生の年齢に当たる15～17歳の19.3％、高校

卒業者に当たる18歳～19歳の7.7％となっています。

（図２－２、図２－３、表２－２）
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図２－２ 母子世帯に占める子供の数別割合（平成17～27年）
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（３）父子世帯の推移

～ 父子世帯は一貫して減少 ～ 

  

　

　

表２－３　一般世帯、父子世帯の推移（平成12～27年） （世帯、％）

実数 増減数 増減率 実数 増減数 増減率

平成12年 437,493 - - 1,139 - - 0.3

　　17年 449,269 11,776 2.7 1,136 -3 -0.3 0.3

　　22年 459,177 9,908 2.2 1,089 -47 -4.1 0.2

　　27年 461,389 2,212 0.5 1,018 -71 -6.5 0.2

年次
一般世帯 父子世帯

一般世帯に占める父
子世帯の割合

平成27年の父子世帯数は1,018世帯で、平成22年と比べると71世帯（6.5％）

の減少となっており、平成12年から一貫して減少しています。また、一般世帯

に占める父子世帯の割合をみると、平成22年と同じ0.2％となっています。

（図２－３、表２－３）
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（４）子供の数別、年齢別にみた父子世帯

～ 父子世帯のうち、６～17歳の子供がいる世帯が約８割を占める 

  

　

　

表２－４　親との同居・非同居別、父子世帯の推移（平成17年～27年）

１人 ２人 ３人以上 ６歳未満 ６～14歳 15～17歳 18～19歳

実数（世帯）

平成17年 547 433 156 127 630 255 124

　　22年 579 394 116 81 631 259 118

　　27年 543 355 120 85 527 284 122

割合（％）

平成17年 48.2 38.1 13.7 11.2 55.5 22.4 10.9

　　22年 53.2 36.2 10.7 7.4 57.9 23.8 10.8

　　27年 53.3 34.9 11.8 8.3 51.8 27.9 12.0

子供の数 最年少の子供の年齢

父子世帯に占める子供の数別割合をみると、子供が１人の世帯が53.3％で最

も高く、次いで子供が２人の世帯の34.9％、子供が３人以上の世帯の11.8％と

なっています。

また、最年少の子供の年齢別割合をみると、最も高いのは最年少の子供の年

齢が小学生・中学生の年齢に当たる６～14歳の世帯で51.8％、次いで高校生の

年齢に当たる15～17歳の27.9％、高校卒業者に当たる18～19歳の12.0％、幼児

の年齢に当たる６歳未満の8.3％となっています。

（図２－５、図２－６、表２－４）
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図２－５ 父子世帯に占める子供の数別割合（平成17～27年）
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（５）母子世帯の労働力率

　～ 母子世帯では、30～39歳の労働力率の低下が見られない ～

表２－５　男女別、５歳階級別労働力人口及び労働力率の推移（平成27年） （人、％）

女性全体

うち就業者 うち就業者

総数 9,918 8,884 8,318 640 93.3 13,926 12,481 11,677 999 92.6 51.0

15～19歳 5 4 4 0 100.0 46 15 11 27 35.7 12.0

20～24 187 151 130 18 89.3 393 305 262 59 83.8 73.6

25～29 750 640 582 57 91.8 1,124 957 866 106 90.0 82.5

30～34 1,419 1,266 1,194 87 93.6 2,113 1,894 1,792 141 93.1 79.4

35～39 2,299 2,073 1,951 121 94.5 3,223 2,929 2,751 181 94.2 80.5

40～44 2,693 2,484 2,338 133 94.9 3,708 3,425 3,226 200 94.5 83.2

45～49 1,649 1,484 1,396 109 93.2 2,203 1,996 1,877 149 93.1 83.0

50～54 670 588 548 68 89.6 830 733 686 82 89.9 80.9

55歳以上 246 194 175 47 80.5 286 227 206 54 80.8 32.0

１）労働力状態「不詳」を含む。

２）労働力状態「不詳」を含まない。

年齢

母子世帯の母
母子世帯

（他の世帯員がいる世帯を含む）の母

総数
１）

労働力率
２）

総数
１）

労働力率
２）

労働力率
２）労働力

人口
非労働
力人口

労働力
人口

非労働
力人口

母子世帯の母の労働力状態をみると、労働力人口は8,884人、非労働力人口は

640人となっており、労働力率は93.3％となっています。また、母子世帯（他の

世帯員がいる世帯を含む）の母親は、労働力人口が12,481人、非労働力人口は

999人となっており、労働力率は92.6％となっています。

これを年齢５歳階級別にみると、母子世帯と母子世帯（他の世帯員がいる世

帯を含む）の母親の労働力率は、すべての年齢階級で女性全体の労働力率より

も高くなっています。また、女性全体の労働力率の特徴である30～39歳の労働

力率の低下は見られません。

（図２－７、表２－５）
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